
(57)【要約】

【課題】AppleTalkやTCP/IPのDHCPのようにアドレスが

動的に変化する可能性のある環境下で動作するネットワ

ークデバイスであっても、CPUへの電源を遮断した省電

力状態に移行して省電力を実現できる仕組を提供するこ

と。

【解決手段】CPU202は、省電力状態に移行する際、その

時点で使用しているアドレスをRAM204に記憶させる。ま

た、CPU202は、省電力状態が解除された際、RAM204に記

憶されている前記アドレスが使用可能かどうか判断する

。そして、該アドレスが使用可能な場合、該アドレスを

使用するように制御する構成を特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル に 対 応 す る ア ド レ ス を 用 い て ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し た 通 信 が 可 能 で
あ り 、 省 電 力 状 態 へ 移 行 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お い て 、
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス が 使 用 し て い る ア ド レ ス を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 省 電 力 状 態 が 解 除 さ れ た 際 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る ア ド レ ス が 使 用 可 能 か
ど う か 判 断 す る 判 断 手 段 と 、
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る ア ド レ ス が 使 用 可 能 な 場 合 、 該 ア ド レ ス を 使 用 す る よ う
に 制 御 す る 制 御 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る ア ド レ ス が 使 用 不 可 能 な 場 合 、 新 た な
ア ド レ ス を 使 用 す る よ う に 制 御 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ
イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 判 断 手 段 は 、 前 記 ア ド レ ス を 含 む 情 報 を ネ ッ ト ワ ー ク に 出 力 し 、 そ の 応 答 の 有 無 に
基 づ い て 前 記 ア ド レ ス が 使 用 可 能 か ど う か 判 断 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記
載 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス が 前 記 省 電 力 状 態 に 移 行 す る 際 、 そ の 時 点 で 動 作 し て い る 処
理 を 、 前 記 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 さ せ る た め の 制 御 情 報 を 記 憶 す る 制 御 情 報 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 省 電 力 状 態 が 解 除 さ れ た 際 、 前 記 制 御 情 報 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 前 記 制 御 情 報 を 用
い て 、 前 記 処 理 を 前 記 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 さ せ る 復 帰 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 記 憶 手 段 は 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス が 使 用 し て い る 名 前 で あ っ て 前 記 ネ ッ ト ワ
ー ク に お い て 当 該 ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス を 識 別 す る た め の 名 前 を 記 憶 し 、
　 前 記 判 断 手 段 は 、 前 記 省 電 力 状 態 が 解 除 さ れ た 際 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記
名 前 が 使 用 可 能 か ど う か 判 断 し 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 名 前 が 使 用 可 能 な 場 合 、 該 名 前 を 使 用
す る よ う に 制 御 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ア ド レ ス は 、 AppleTalkの プ ロ ト コ ル ア ド レ ス ま た は TCP/IPの IPア ド レ ス で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る ア ド レ ス は ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 を 含 み 、
　 前 記 判 断 手 段 は 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る ア ド レ ス が ル ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク 番 号
の 範 囲 内 で あ る か ど う か に 基 づ い て 前 記 ア ド レ ス が 使 用 可 能 か ど う か 判 断 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル に 対 応 す る ア ド レ ス を 用 い て ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し た 通 信 が 可 能 で
あ り 、 省 電 力 状 態 へ 移 行 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス の 省 電 力 制 御 方 法 に お い て 、
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス が 使 用 し て い る ア ド レ ス を 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ る 記 憶 ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス を 省 電 力 状 態 へ 移 行 さ せ る 移 行 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 前 記 省 電 力 状 態 が 解 除 さ れ た 際 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る ア ド レ ス が 使 用 可
能 か ど う か 判 断 す る 判 断 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る ア ド レ ス が 使 用 可 能 な 場 合 、 該 ア ド レ ス を 使 用 す る よ う
に 制 御 す る 制 御 ス テ ッ プ と 、
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を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス の 省 電 力 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス の 省 電 力 制 御 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ
せ る た め の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス の 省 電 力 制 御 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ
せ る た め の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 に 記 憶 し た 記 憶 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス の 省 電 力 制 御 に 関 連 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 よ り 厳 し く な っ て き て い る 省 エ ネ ル ギ ー 基 準 に 対 応 す る た め に 、 省 電 力 モ ー ド 時
に CPUの 電 源 を 遮 断 す る 手 段 は 既 に 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 そ の 一 方 で 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 応 し た プ リ ン タ や 複 合 機 等 に お い て は 、 省 電 力
モ ー ド か ら 高 速 に 通 常 の 動 作 モ ー ド に 復 帰 す る 必 要 性 が 増 し て い る 。 ま た 、 最 近 の 複 合 機
等 は プ ロ グ ラ ム の 規 模 が 増 大 し 、 ROMに 全 プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る と コ ス ト ア ッ プ が 懸 念 さ
れ る た め 、 ハ ー ド デ ィ ス ク を 画 像 格 納 手 段 と 兼 用 し 、 一 部 の 領 域 に プ ロ グ ラ ム を 格 納 し て
い る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の 場 合 は 、 起 動 後 に 、 プ ロ グ ラ ム を ハ ー ド デ ィ ス ク か ら RAMに ダ ウ ン ロ ー ド
し た 後 、 RAM上 で プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と と な り 、 上 記 の 高 速 復 帰 の 必 要 性 と 相 反 す る
要 素 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の た め 、 RAM上 に 展 開 し た プ ロ グ ラ ム を 保 持 し た ま た 、 CPUの 電 源 を 遮 断 す る よ う な 手
段 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ０ ０ ５ ０ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に CPU電 源 を 遮 断 す る よ う な 省 電 力 モ ー ド の 実 現 形 式 に お い て 、 デ バ イ ス が サ
ポ ー ト す る ネ ッ ト ワ ー ク の プ ロ ト コ ル に よ っ て は つ ぎ の よ う な 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 例 え ば 、 AppleTalk（ 登 録 商 標 ） の プ ロ ト コ ル を 例 に と る と 、 AppleTalkを 使 用 し て い る
ネ ッ ト ワ ー ク 上 の デ バ イ ス の そ れ ぞ れ で は 、 そ の プ ロ ト コ ル ア ド レ ス が 動 的 に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の た め 、 デ バ イ ス が 省 電 力 モ ー ド に 移 行 し て い る 間 に 、 そ の デ バ イ ス が 使 用 し て い た
プ ロ ト コ ル ア ド レ ス が 他 の デ バ イ ス に 割 り 当 て ら れ て し ま う 場 合 が あ る 。 即 ち 、 省 電 力 モ
ー ド 移 行 前 に 使 用 し て い た プ ロ ト コ ル ア ド レ ス は 、 他 の デ バ イ ス と 同 一 に な っ て し ま っ た
た め 、 使 用 す る こ と が で き な く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ を 解 決 す る た め に 、 AppleTalkを サ ポ ー ト す る デ バ イ ス が 、 使 用 し て い る プ ロ ト コ
ル ア ド レ ス で 問 題 が な い (使 用 し つ づ け る こ と が 可 能 )か ど う か を 判 断 す る べ く 、 頻 繁 に 省
電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の パ ケ ッ ト を 監 視 し よ う と す る 。 し か し な が ら
、 こ の よ う に 頻 繁 に 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し て い た の で は 、 実 質 、 CPUの 電 源 を 遮 断 す る
よ う な 省 電 力 モ ー ド に は 移 行 で き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 動 的 な プ ロ ト コ ル ア ド レ ス と し て TCP/IPの DHCPプ ロ ト コ ル を 例 に と る 。 こ の DHCP
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プ ロ ト コ ル の 場 合 、 デ バ イ ス が DHCPサ ー バ か ら 取 得 し た IPア ド レ ス を 定 期 的 に サ ー バ に 更
新 要 求 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 そ の IPア ド レ ス 更 新 間 隔 が 短 い 場 合 、 や は り 、 省 電 力
モ ー ド に 移 行 し に く い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ る 。 本 発 明 の 目 的 は 、 Appl
eTalkや TCP/IPの DHCPの よ う に ア ド レ ス が 動 的 に 変 化 す る 環 境 下 で 動 作 す る ネ ッ ト ワ ー ク
デ バ イ ス で あ っ て も 、 省 電 力 状 態 に 移 行 し て 省 電 力 を 実 現 で き る 仕 組 を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル に 対 応 す る ア ド レ ス を 用 い て ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し た 通
信 が 可 能 で あ り 、 省 電 力 状 態 へ 移 行 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お い て 、 以 下 の 構 成 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス は ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス が 使 用 し て い る
ア ド レ ス を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 判 断 手 段 と 制 御 手 段 と を 有 す る 。 ま た 、 前 記 判 断 手 段 は 、
省 電 力 状 態 が 解 除 さ れ た 際 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る ア ド レ ス が 使 用 可 能 か ど う か
判 断 す る 構 成 で あ る 。 さ ら に 、 制 御 手 段 は 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る ア ド レ ス が 使
用 可 能 な 場 合 、 該 ア ド レ ス を 使 用 す る よ う に 制 御 す る 構 成 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ド レ ス が 動 的 に 変 化 す る 可 能 性 の あ る 環 境 下 で 動 作 す る ネ ッ ト ワ ー
ク デ バ イ ス で あ っ て も 、 省 電 力 状 態 に 移 行 し て 省 電 力 を 実 現 で き る 等 の 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 〔 第 １ 実 施 形 態 〕
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス と し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 機
能 を 持 つ マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 が LANに 接 続 さ れ て い る シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に お い て 、 101は LANに 接 続 可 能 な マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 で あ り 、 本 発 明 の ネ ッ
ト ワ ー ク デ バ イ ス に 対 応 す る 。 こ の マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101は 、 AppleTalkプ ロ ト コ
ル を 用 い た ネ ッ ト ワ ー ク 印 刷 サ ー ビ ス や ス キ ャ ン サ ー ビ ス を ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク
（ LAN） 100に 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 同 一 の ネ ッ ト ワ ー ク 上 に LAN100を 介 し て 、 AppleTalkプ ロ ト コ ル を 搭 載 し て い る P
C102が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 PC103は AppleTalkの プ ロ ト コ ル ル ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101の 概 略 を 表 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、
図 １ と 同 一 の も の に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に お い て 、 201は ス キ ャ ナ エ ン ジ ン 制 御 部 ユ ニ ッ ト で あ り 、 ス キ ャ ナ エ ン ジ ン 213を
制 御 す る 。 202は CPUで あ る 。 こ の CPU202は 、 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101全 体 の 制 御 を
行 う た め の 高 機 能 で 高 速 な CPUで あ る 。 203は ブ ー ト ロ ム （ ROM） で あ り 、 ブ ー ト プ ロ グ ラ
ム が 可 能 さ れ て い る 。 204は RAM(メ モ リ )で あ り 、 CPU202の ワ ー ク 領 域 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 205は 不 揮 発 性 の RAM(NVRAM)で あ り 、 パ ネ ル か ら 設 定 さ れ た 値 を 保 持 し て お く た め の も
の で あ る 。 206は エ ン ジ ン 制 御 部 ユ ニ ッ ト で あ り 、 プ リ ン タ エ ン ジ ン 212を 制 御 す る 。 207
は ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ （ HDD） で あ り 、 デ バ イ ス を 制 御 す る プ ロ グ ラ ム 等 が 格 納 さ れ
て い る 。 ま た HDD207に は 、 画 像 デ ー タ や 各 種 デ ー タ 及 び デ バ イ ス 等 を 格 納 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 208は タ イ マ で あ る 。 209は I/O制 御 部 ユ ニ ッ ト で あ り 、 ス ピ ー カ ， タ ッ チ パ ネ ル ， ボ タ
ン ， ラ ン プ と い っ た ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 分 214を 制 御 す る 。 210は ネ ッ ト ワ ー ク 制 御
ユ ニ ッ ト 210で あ り 、 LAN100と の 通 信 を 制 御 す る 。 215は 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト で あ る 。 こ の 電
源 制 御 ユ ニ ッ ト 215を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 省 電 力 モ ー ド （ 省 電 力 状 態 ） に 移 行 す る こ
と が 可 能 と な る 。 211は バ ス で あ り 、 上 記 201～ 210， 215が そ れ ぞ れ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 CPU202は 、 ROM203か ら ブ ー ト プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し 、 該 ブ ー ト プ
ロ グ ラ ム の 制 御 に 従 っ て デ バ イ ス の ブ ー ト を 実 行 す る 。 ま た 、 CPU202は 、 ブ ー ト プ ロ グ ラ
ム に し た が っ て 、 HDD207か ら デ バ イ ス 制 御 プ ロ グ ラ ム を RAM204に 展 開 し 、 該 RAM204上 に 展
開 さ れ た デ バ イ ス 制 御 プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 す こ と に よ っ て 、 デ バ イ ス の 制 御 を 実 行 す る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ に 示 し た 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215に よ っ て 、 ど の ユ ニ ッ ト の 電 源 を 遮 断 す る
か を 示 し た 図 で あ り 、 図 ２ と 同 一 の も の に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215は 、 301で 囲 ま れ た 部 分 （ 第 １ の 電 源 系 統 ） の
電 源 を ON/OFFす る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 301で 囲 ま れ た 部 分 は 、 具 体 的 に は ス キ ャ ナ
エ ン ジ ン 213、 ス キ ャ ナ 制 御 ユ ニ ッ ト 201、 CPU202、 ROM203、 プ リ ン タ エ ン ジ ン 212、 エ ン
ジ ン 制 御 ユ ニ ッ ト 206、 HDD207、 タ イ マ 208等 を 含 む 。 な お 、 こ の 301で 囲 ま れ た 部 分 は 、
比 較 的 消 費 電 力 が 大 き い 。 一 方 、 301で 囲 ま れ た 部 分 以 外 の 部 分 （ 第 ２ の 電 源 系 統 ） は 、
比 較 的 消 費 電 力 が 小 さ い 。 よ っ て 、 こ の 301で 囲 ま れ た 部 分 へ の 電 源 供 給 を 遮 断 す る こ と
に よ り 、 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101は 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る 時 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215が 、
301に 示 し た 範 囲 （ 第 １ の 電 源 系 統 ） の 電 源 を 遮 断 す る 。 こ れ に よ っ て 、 マ ル チ フ ァ ン ク
シ ョ ン 装 置 101は 省 電 力 状 態 に な っ て 低 電 力 が 実 現 さ れ る 。 ま た 、 省 電 力 状 態 を 解 除 す る
べ く 省 電 力 モ ー ド か ら 通 常 の 動 作 モ ー ド へ 復 帰 す る 時 に は 、 こ の 301に 示 し た 範 囲 に 電 源
を 投 入 す る こ と に な る 。 な お 、 301で 囲 ま れ た 部 分 以 外 の 部 分 （ 第 ２ の 電 源 系 統 ） は 、 省
電 力 モ ー ド 及 び 通 常 の 動 作 モ ー ド の 両 モ ー ド に お い て 電 源 供 給 が 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 CPU202は 、 IO制 御 209か ら の 省 電 力 モ ー ド へ の 移 行 指 示 や ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ユ ニ ッ ト 210
か ら 一 定 時 間 ジ ョ ブ が 投 入 さ れ な い 場 合 に 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215に 、 301の 範 囲 の ユ ニ ッ
ト へ の 電 源 供 給 を 遮 断 す る よ う に 指 示 す る 。 こ れ に よ り 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215は 、 301の
範 囲 の ユ ニ ッ ト へ の 電 源 供 給 を 遮 断 し て 、 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン デ バ イ ス 101は 省 電 力 モ
ー ド に 移 行 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215は 、 省 電 力 モ ー ド 時 で も 、 IO制 御 209や ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ユ
ニ ッ ト 210の 各 ユ ニ ッ ト か ら PowerOn信 号 302を 受 信 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ し て 、 電 源
制 御 ユ ニ ッ ト 215は 、 こ の 信 号 を 受 信 す る と 、 301の 範 囲 の ユ ニ ッ ト に 電 源 を 投 入 し 、 マ ル
チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101は 省 電 力 モ ー ド か ら 通 常 の 動 作 モ ー ド へ 復 帰 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 図 ２ に 示 し た ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 分 214の 構 成 を 説 明 す る 平 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ に お い て 、 401は 大 型 タ ッ チ パ ネ ル で あ り 、 ユ ー ザ は タ ッ チ パ ネ ル を 操 作 す る こ と
で 、 各 種 設 定 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 図 ４ の 画 面 は コ ピ ー の 待 機 画 面 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 402は テ ン キ ー ボ タ ン で あ り 、 「 ０ 」 ～ 「 ９ 」 の 数 字 を 入 力 す る の に 使 用 す る 。 「 Ｓ 」
ボ タ ン は サ ー ビ ス ボ タ ン で あ り 、 こ の ボ タ ン を 押 下 す る こ と に よ り 、 タ ッ チ パ ネ ル 上 に 各
種 サ ー ビ ス 画 面 が 出 現 し 、 コ ピ ー 以 外 の サ ー ビ ス を 行 う こ と が で き る 。 「 Ｒ 」 ボ タ ン は 設

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-58743 A 2007.3.8



定 ボ タ ン で あ り 、 こ の ボ タ ン を 押 下 す る こ と に よ っ て 、 タ ッ チ パ ネ ル 上 に 、 各 種 設 定 画 面
が 出 現 し 、 パ ラ メ ー タ の 設 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 403は ス ピ ー カ で あ り 、 音 声 や ブ ザ ー 等 を こ こ か ら 出 力 す る 。 404は ラ ン プ で あ り 、 印 刷
や コ ピ ー が ジ ャ ム し た 場 合 に は 、 ラ ン プ が 点 滅 す る 。 405は 省 電 力 へ の ON/OFFボ タ ン で あ
り 、 ユ ー ザ が 省 電 力 モ ー ド へ の 移 行 、 お よ び 省 電 力 モ ー ド か ら 通 常 の 動 作 モ ー ド へ の 復 帰
を ボ タ ン 操 作 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 下 、 図 ５ ～ 図 ８ を 参 照 し て 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 起 動 時 の AppleT
alkの プ ロ ト コ ル 処 理 モ ジ ュ ー ル 群 の 立 ち 上 が り の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 １ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ り 、 起 動 時 の AppleTalkの プ ロ ト コ ル 処 理 モ ジ ュ ー ル 群 （ 後 述 す る 図 １ １
の 1101～ 1104） の 立 ち 上 が り の 処 理 の 流 れ に 対 応 す る 。 な お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理
は 、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を RAM204上 に 読 み 出 し て 実 行
す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 ５ 中 、 S501～ S506は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 CPU202は 、 各 デ バ イ ス ユ ニ ッ ト の 初 期 化 処 理 を 行 う 。 そ し て 、 マ
ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101の AppleTalkの サ ー ビ ス が 有 効 な 設 定 に さ れ て い る と 、 CPU202
は 、 AppleTalkの サ ー ビ ス を ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 提 供 す る た め に 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す
起 動 処 理 を 実 行 す る 。 以 下 、 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S501に お い て 、 CPU202は 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103（ 図 １ １ ） を 起
動 す る 。 そ し て 、 こ の ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103は 、 ス テ ッ プ S502に て 、 プ ロ ト コ ル ア
ド レ ス の 解 決 （ ア ド レ ス 解 決 処 理 ） を 行 う 。 な お 、 こ の ア ド レ ス 解 決 処 理 の 詳 細 は 後 述 す
る 図 ６ ， 図 ７ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103は 、 ス テ ッ プ S503に て 、 名 前 の 解 決 （ 名 前 解 決 処 理
） を 行 う 。 な お 、 こ の 名 前 解 決 処 理 の 詳 細 は 後 述 す る 図 ８ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ア ド レ ス 及 び 名 前 が 決 定 し た 後 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S504に お い て 、 プ ロ ト コ ル ス タ ッ
ク モ ジ ュ ー ル 1102（ 図 １ １ ） を 起 動 す る 。 次 に 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S505に お い て 、 プ リ
ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー ル 1101（ 図 １ １ ） を 起 動 す る 。 こ の 結 果 、 ス テ ッ プ S506に お い て 、
CPU202は 、 AppleTalkの 印 刷 サ ー ビ ス を 開 始 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ ， 図 ７ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ２ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示
す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 図 ５ の ス テ ッ プ S502に 示 し た ア ド レ ス 解 決 処 理 に 対 応 す る 。 な
お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 は 、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ
ム を RAM204上 に 読 み 出 し て 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 ６ ， 図 ７ 中 、 S601～
S604， S701～ S706は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 CPU202は 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103に 従 っ て ア ド レ ス 解 決 を 行 う と き 、 ス テ ッ プ S6
01に て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に AARPProbeパ ケ ッ ト を 送 出 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 200msec間 隔
で 10回 、 AARPProbeパ ケ ッ ト を 送 出 す る 。 こ の AARPProbeパ ケ ッ ト の 送 出 は 、 マ ル チ フ ァ ン
ク シ ョ ン 装 置 101が 使 う 予 定 の プ ロ ト コ ル ア ド レ ス (仮 ア ド レ ス )を ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 各 App
leTalkサ ー ビ ス を 提 供 し て い る デ バ イ ス に 知 ら し め る こ と を 目 的 と す る 。 AARPProbeパ ケ
ッ ト に は 、 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101が 使 う 予 定 の プ ロ ト コ ル ア ド レ ス （ 仮 ア ド レ ス
） が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に 対 し て 、 他 の デ バ イ ス が 既 に そ の AARPProbeパ ケ ッ ト で 通 知 さ れ る プ ロ ト コ ル ア
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ド レ ス を 使 用 し て い た 場 合 、 他 の デ バ イ ス は AARPReplyパ ケ ッ ト を 送 出 し 、 そ の プ ロ ト コ
ル ア ド レ ス が バ ッ テ ィ ン グ し て い る 旨 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S602に お い て 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S601で 送 出 し た AARPProbeパ ケ ッ ト
に 対 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 他 の デ バ イ ス か ら 応 答 （ AARPReply） が あ る か 否 か を 判 定 す
る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S602で 、 CPU202が 、 他 の デ バ イ ス か ら 応 答 （ AARPReply） が あ っ た
と 判 定 し た 場 合 に は 、 CPU202は 、 仮 ア ド レ ス が バ ッ テ ィ ン グ し て い る と 判 断 し て 、 ス テ ッ
プ S603に 処 理 を 進 め る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S603に お い て 、 CPU202は 、 仮 ア ド レ ス を 変 更 し
、 ス テ ッ プ S601へ 処 理 を 戻 し 、 再 度 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に AARPProbeパ ケ ッ ト を 送 出 を 行 う
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S602で 、 CPU202が 、 ス テ ッ プ S601で 送 出 し た AARPProbeパ ケ ッ ト に 対
し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 100上 の 他 の ど の デ バ イ ス か ら も 応 答 （ AARPReply） が な い と 判 定 し た
場 合 に は 、 ス テ ッ プ S604に 処 理 を 進 め る 。 こ の 場 合 、 CPU202は 、 こ こ で 用 い た プ ロ ト コ ル
ア ド レ ス （ ど の デ バ イ ス か ら も AARPReplyが な い プ ロ ト コ ル ア ド レ ス ） を 仮 ア ド レ ス と し
て 使 用 可 能 と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S604に お い て 、 CPU202は 、 こ こ で 用 い た プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 仮 ア ド
レ ス に 決 定 し て RAM204上 に 保 持 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S701へ 処 理 を 進 め る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103に お い て CPU202は 、 ス テ ッ プ S701に て 、 自 デ バ イ ス
が ど の ゾ ー ン に 属 し て い る か を 確 認 す る 。 こ の と き 、 CPU202は 、 GetNetInfoの パ ケ ッ ト を
ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 送 信 す る 。 な お 、 AppleTalkの プ ロ ト コ ル ル ー タ と し て の PC103は 、 ネ ッ
ト ワ ー ク 番 号 と 物 理 ネ ッ ト ワ ー ク と の 対 応 お よ び ゾ ー ン の 対 応 等 の 情 報 を 管 理 し て お り 、
上 述 の GetNetInfoパ ケ ッ ト に 対 す る リ プ ラ イ （ Reply） パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。 こ の Replyパ
ケ ッ ト に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 の 範 囲 ， デ フ ォ ル ト ゾ ー ン の 情 報 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S702に お い て 、 ス テ ッ プ S701で 送 信 し た GetNetInfoパ ケ ッ
ト の リ プ ラ イ を 待 機 し 、 Replyが 帰 っ て き た か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ S702で 、 CPU202が 、 GetNetInfoパ ケ ッ ト の Replyが 帰 っ て き た と 判 定 し た 場 合
に は 、 該 Replyパ ケ ッ ト を RAM204上 に 保 持 し 、 ス テ ッ プ S703に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S703に お い て 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S605で 決 定 し た 仮 ア ド レ ス の ネ ッ
ト ワ ー ク 番 号 が GetNetInfoの Replyパ ケ ッ ト 中 に 含 ま れ る ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 の 範 囲 内 か ど
う か を 確 認 す る 。 な お 、 AppleTalkの プ ロ ト コ ル ア ド レ ス は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 ， ノ ー ド I
D， ソ ケ ッ ト 番 号 等 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S703で 、 CPU202が 、 上 記 仮 ア ド レ ス の ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 が GetNetInfo
の Replyパ ケ ッ ト 中 に 含 ま れ る ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 の 範 囲 外 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス
テ ッ プ S706に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S706に お い て 、 CPU202は 、 GetNetInfoの リ プ ラ イ パ ケ ッ ト で 示 さ れ た
ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 で 再 度 、 ア ド レ ス の 決 定 シ ー ケ ン ス を 実 行 さ せ る よ う に 仮 ア ド レ ス を 変
更 し 、 ス テ ッ プ S601に 処 理 を 戻 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ S703で 、 CPU202が 、 ス テ ッ プ S605で 決 定 し た 仮 ア ド レ ス の ネ ッ ト ワ ー ク
番 号 が GetNetInfoの リ プ ラ イ パ ケ ッ ト 中 に 含 ま れ る ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 の 範 囲 内 で あ る と 判
定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ S705に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 次 に 、 ス テ ッ プ S705に お い て 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S605で 決 定 し た 仮 ア ド レ ス が ゾ ー ン
内 で 有 効 と 判 断 し て 、 ス テ ッ プ S605で 決 定 し た 仮 ア ド レ ス を 正 式 ア ド レ ス に 決 定 し て 運 用
を 開 始 し 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ S702で 、 CPU202が 、 ス テ ッ プ S701で 送 信 し た GetNetInfoパ ケ ッ ト の Repl
yが 帰 っ て こ な か っ た と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S704に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S704に お い て 、 CPU202は 、 ル ー タ が 存 在 し な い と 判 断 し 、 ゾ ー ン を デ
ィ フ ォ ル ト に 設 定 し 、 ス テ ッ プ S705に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S705に お い て
、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S605で 決 定 し た 仮 ア ド レ ス を 、 そ の ま ま 正 式 ア ド レ ス に 決 定 し て 運
用 を 開 始 し 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う な 処 理 の 流 れ を ふ ま え て 、 AppleTalkプ ロ ト コ ル で は 、 プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を
決 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ３ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ り 、 図 ５ の ス テ ッ プ S503に 示 し た 名 前 解 決 処 理 に 対 応 す る 。 な お 、 こ の フ
ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 は 、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を RAM204
上 に 読 み 出 し て 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 ８ 中 、 S801～ S804は 各 ス テ ッ プ
を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103に お い て CPU202は 、 図 ５ に 図 示 し た よ う に 、 プ ロ ト コ ル ア
ド レ ス が 決 ま っ た 後 に は 名 前 の 解 決 を 行 う 。 名 前 解 決 を 行 う と き 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S8
01に お い て 、 自 デ バ イ ス が 使 用 す る 名 前 を 保 存 し た NBPLkUpパ ケ ッ ト を ネ ッ ト ワ ー ク 100上
に 送 出 し 、 他 デ バ イ ス か ら の 応 答 を 待 機 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S802に お い て 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S801で 送 出 し た NBPLkUpパ ケ ッ ト の R
eplyパ ケ ッ ト が 帰 っ て き た か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S802で 、 CPU202が 、 ス テ ッ プ S801で 送 出 し た NBPLkUpパ ケ ッ ト の Reply
パ ケ ッ ト が 帰 っ て き た と 判 定 し た 場 合 に は 、 該 Replyパ ケ ッ ト を RAM204上 に 保 持 し 、 ス テ
ッ プ S803に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 場 合 、 CPU202は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 他 の デ バ イ ス が NBPLkUpパ ケ ッ ト 内 の 名 前 を 使
用 し て い る と 判 断 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S803に お い て 、 CPU202は 、 名 前 が バ ッ テ ィ ン グ
し て い る の で 、 名 前 を 変 更 し 、 ス テ ッ プ S801に 処 理 を 戻 し 、 再 確 認 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ S802で 、 CPU202が 、 ス テ ッ プ S801で 送 出 し た NBPLkUpパ ケ ッ ト の Replyパ
ケ ッ ト が 帰 っ て こ な か っ た と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S804に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 場 合 、 CPU202は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ど の デ バ イ ス も NBPLkUpパ ケ ッ ト 内 の 名 前 を 使
用 し て い な い と 判 断 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S804に お い て 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S801で 送
出 し た NBPLkUpパ ケ ッ ト 内 の 名 前 を 正 式 な 名 前 に 決 定 し て 、 サ ー ビ ス 提 供 を 開 始 し 、 本 フ
ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 の よ う な 処 理 の 流 れ で 、 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101は 、 AppleTalkを 用 い た プ リ
ン ト サ ー ビ ス を ネ ッ ト ワ ー ク に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 Appletalkの プ ロ ト コ ル で は 、 ル ー タ を 監 視 す る 必 要 が あ る 。 以 下 、 こ の ル ー タ
を 監 視 し て プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 更 新 す る 処 理 の 流 れ を 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ４ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ り 、 AppleTalkプ ロ ト コ ル に お い て ル ー タ 監 視 を 行 っ て プ ロ ト コ ル ア ド レ
ス の 更 新 す る 処 理 の 流 れ に 対 応 す る 。 な お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 は 、 図 ２ に 示 し た
CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を RAM204上 に 読 み 出 し て 実 行 す る こ と に よ り 実
現 さ れ る 。 な お 、 図 ９ 中 、 S901～ S902は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103に お い て CPU202は 、 ス テ ッ プ S901に て 、 ル ー タ か ら の RTMP
パ ケ ッ ト を 監 視 し 、 ル ー タ か ら の RTMPパ ケ ッ ト を 検 出 す る 。 な お 、 ル ー タ か ら の RTMPパ ケ
ッ ト は ル ー タ （ 本 実 施 形 態 で は PC103） か ら 定 期 的 に 送 ら れ て く る パ ケ ッ ト で あ る 。 こ の
ル ー タ か ら 定 期 的 に 送 ら れ て く る RTMPパ ケ ッ ト を 検 出 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 （ Networkア
ド レ ス ） が 変 更 さ れ た か ど う か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ S902に お い て 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S901で 検 出 し た ル ー タ か ら の RTMPパ ケ ッ ト
に 基 づ い て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 が 変 更 さ れ て い る か 否 か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ S902で 、 ネ
ッ ト ワ ー ク 番 号 が 変 更 さ れ て い な い と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S901に 処 理 を 戻 し 、 引
き 続 き ル ー タ か ら の RTMPパ ケ ッ ト を 監 視 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ S902で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 が 変 更 さ れ て い る と 判 定 し た 場 合 に は 、 図 ６
に 示 し た シ ー ケ ン ス を 実 行 し 、 プ ロ ト コ ル ア ド レ ス の 変 更 （ 更 新 ） を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 デ バ イ ス は 、 ル ー タ の 状 態 を 監 視 し な が ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク に プ リ ン ト
サ ー ビ ス を 提 供 し 、 印 刷 デ ー タ 待 ち と な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 下 、 図 １ ０ を 参 照 し て 、 一 般 的 な AppleTalkプ ロ ト コ ル を 用 い た 印 刷 の 流 れ を 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ０ は 、 一 般 的 な AppleTalkプ ロ ト コ ル を 用 い た 印 刷 の 流 れ を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー
ト で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 印 刷 を 実 行 す る PC（ 以 下 、 単 に PCと 称 す る ） か ら 、 NBPLkUpパ ケ
ッ ト が 送 出 さ れ 、 印 刷 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る デ バ イ ス （ 以 下 、 単 に デ バ イ ス と 称 す る ）
の 名 前 を ネ ッ ト ワ ー ク か ら 監 視 す る 。 そ し て 、 デ バ イ ス は 、 NBPLkUpReplyと し て 、 デ バ イ
ス の プ ロ ト コ ル ア ド レ ス と 、 印 刷 用 の ソ ケ ッ ト 番 号 (SLS)を PCに 返 す 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 PCは 、 NBPLkUpReplyで 返 さ れ た プ ロ ト コ ル ア ド レ ス 、 お よ び 、 SLSに 対 し て 、 OPENConn
パ ケ ッ ト を 送 出 し 、 コ ネ ク シ ョ ン を 生 成 す る 。 そ し て 、 デ バ イ ス は 、 そ の 応 答 OpenConnRe
plyを PCに 返 し 、 印 刷 用 の コ ネ ク シ ョ ン が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 そ し て 、 デ バ イ ス は 、 デ ー タ 受 信 の 準 備 が で き た こ と を 示 す SendDataパ ケ ッ ト を PCに 送
出 す る 。 PCは そ れ を 受 け て 、 印 刷 用 の デ ー タ （ Data） を デ バ イ ス に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ し て 、 印 刷 す る デ ー タ が 終 了 す る ま で 、 こ の シ ー ケ ン ス を 繰 り 返 し 、 印 刷 デ ー タ が な
く な っ た と こ ろ で 、 PCは 、 CloseConnパ ケ ッ ト を デ バ イ ス に 送 出 し て 、 コ ネ ク シ ョ ン を 終
了 す る 。 PCは そ れ を 受 け て 、 そ の 応 答 CloseConnReplyを PCに 返 す 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 下 、 図 １ １ を 参 照 し て 、 図 １ に 示 し た マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101に お け る モ ジ ュ
ー ル 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ １ は 、 図 １ に 示 し た マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101に お け る モ ジ ュ ー ル 構 成 を 示 す
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概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 １ １ に お い て 、 1103は ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル （ AppleTalkア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル
） で あ る 。 1102は プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク モ ジ ュ ー ル （ AppleTalkプ ロ ト コ ル ス タ ッ ク モ ジ ュ
ー ル ） で あ る 。 1101は プ リ ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー ル （ AppleTalkプ リ ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ
ー ル ） で あ る 。 1104は 電 源 状 態 監 視 モ ジ ュ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 受 信 し た パ ケ ッ ト は 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103、 プ ロ ト コ ル ス タ
ッ ク モ ジ ュ ー ル 1102で 処 理 さ れ 、 プ リ ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー ル 1101に よ り プ リ ン テ ィ ン グ
モ ジ ュ ー ル に 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ し て 、 こ の パ ケ ッ ト は 、 プ リ ン テ ィ ン グ モ ジ ュ ー ル 内 で 、 印 刷 可 能 な ビ ッ ト マ ッ プ デ
ー タ に 展 開 さ れ 、 プ リ ン タ エ ン ジ ン に 送 ら れ 、 印 刷 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 以 上 が 、 AppleTalkに お け る プ リ ン ト サ ー ビ ス の 処 理 の 流 れ で あ る 。 な お 、 電 源 状 態 監
視 モ ジ ュ ー ル 1104は 、 省 電 力 モ ー ド へ の 移 行 時 に ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103を 停 止 制 御
す る 。 ま た 、 電 源 状 態 監 視 モ ジ ュ ー ル 1104は 、 省 電 力 モ ー ド か ら 通 常 の 動 作 モ ー ド へ の 復
帰 時 に ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103を 起 動 制 御 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 下 、 図 １ ２ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に お け る 省 電 力 モ ー ド （ 省 電 力 状 態 ） へ 移 行 す る
際 の 処 理 及 び 省 電 力 モ ー ド か ら 通 常 の 動 作 モ ー ド へ 復 帰 し た 際 （ 省 電 力 状 態 が 解 除 さ れ た
際 ） の 処 理 の 大 ま か な 処 理 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ５ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 本 実 施 形 態 に お け る 省 電 力 モ ー ド へ 移 行 す る 際 の 処 理 及 び 省 電 力 モ
ー ド か ら 復 帰 し た 際 の 処 理 の 大 ま か な 処 理 の 流 れ に 対 応 す る 。 な お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト
の 処 理 は 、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を RAM204上 に 読 み 出 し
て 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 １ ２ 中 、 S1301～ S1306は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る 際 、 電 源 監 視 モ ジ ュ ー ル 1104に お い て CPU202は 、 ま ず 、 不 図 示
の ス テ ッ プ に て 、 そ の 時 点 で 動 作 し て い た タ ス ク の プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ や ス タ ッ ク 情 報 、
CPU202の レ ジ ス タ 情 報 等 を RAM204上 に 保 存 す る 。 さ ら に 、 CPU202は 、 各 デ バ イ ス ユ ニ ッ ト
の 終 了 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S1301に お い て 、 CPU202は 、 こ の 時 点 で 使 用 し て い る プ ロ ト コ ル ア ド レ
ス 及 び 名 前 等 の 情 報 を RAM204上 に 保 存 し 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103を 停 止 （ 終 了 ） さ
せ る 。 次 に 、 ス テ ッ プ S1302に お い て 、 CPU202は 、 CPU202自 身 を 停 止 す る よ う に 制 御 す る
。 即 ち 、 CPU202を 含 む 図 ３ の 301に 示 し た 範 囲 に 対 す る 電 源 の 遮 断 を 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215
に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 す る 場 合 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215は 、 図 ３ に 示 し た 301で 囲 ま れ た
部 分 （ CPU202を 含 む ） に 通 電 す る 。 そ し て 、 通 電 さ れ た CPU202は 、 該 省 電 力 モ ー ド か ら 復
帰 し た 際 （ 省 電 力 状 態 が 解 除 さ れ た 際 ） 、 電 源 監 視 モ ジ ュ ー ル 1104に お い て 、 図 示 し な い
ス テ ッ プ で 、 各 デ バ イ ス ユ ニ ッ ト の 初 期 化 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S1303に お い て 、 CPU202は 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103を 起 動 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 そ し て 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103は 、 ス テ ッ プ S1304で 、 RAM204上 に 保 存 さ れ て い
る 省 電 力 モ ー ド 移 行 前 に 使 用 し て い た プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 読 み 出 し て プ ロ ト コ ル ア ド レ
ス を 解 決 す る （ 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し た 際 の ア ド レ ス 解 決 処 理 ） 。 次 に 、 ア ド レ ス 管 理
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モ ジ ュ ー ル 1103は 、 ス テ ッ プ S1305に お い て 、 RAM204上 に 保 存 さ れ て い る 省 電 力 モ ー ド 移
行 前 に 使 用 し て い た 名 前 を 読 み 出 し て 名 前 の 解 決 を 行 う （ 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し た 際 の
名 前 解 決 処 理 ） 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S1306に お い て 、 CPU202は 、 印 刷 サ ー ビ ス を 開 始 す る
。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ こ で 、 当 該 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し た 際 の 処 理 と 図 ５ に 示 し た 起 動 時 の 立 ち 上 が り の
処 理 の 流 れ と を 比 較 す る 。 当 該 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 の 処 理 で は 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ
ュ ー ル 1103を 起 動 し た 後 、 プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク モ ジ ュ ー ル 1102起 動 処 理 （ 図 ５ の S504） と
プ リ ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー ル 1101起 動 処 理 （ 図 ５ の S505） を 省 く こ と が で き る 。 以 下 、 そ
の 実 現 方 法 に つ い て 、 詳 細 に 記 述 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 以 下 、 図 １ ３ ， 図 １ ４ を 用 い て 、 デ バ イ ス 101の 省 電 力 モ ー ド へ 移 行 す る 際 の 処 理 、 お
よ び 、 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し た 際 の 処 理 、 電 源 投 入 さ れ た 際 の 処 理 の 違 い を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 １ ３ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ６ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 本 実 施 形 態 に お け る デ バ イ ス の 省 電 力 モ ー ド へ 移 行 す る 際 の 処 理 に
対 応 す る 。 な お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 は 、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ
れ た プ ロ グ ラ ム を RAM204上 に 読 み 出 し て 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 １ ３ 中
、 S1401～ S1405は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ユ ー ザ が 図 ４ に 示 し た ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 分 214上 の ON/OFFボ タ ン 405を 押 下 し た
場 合 や 、 一 定 時 間 ジ ョ ブ が 投 入 さ れ な い 場 合 に 、 デ バ イ ス 101は 、 省 電 力 モ ー ド へ 移 行 す
る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ の 際 、 ス テ ッ プ S1401で 、 電 源 状 態 監 視 モ ジ ュ ー ル 1104に お い て CPU202は 、 そ の 時 点
で 動 作 し て い た タ ス ク (モ ジ ュ ー ル )の プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ や ス タ ッ ク 情 報 、 CPU202の レ ジ
ス タ 情 報 等 を RAM204上 に 保 存 す る （ 図 １ ２ に は 不 図 示 ） 。 こ の 情 報 は 、 省 電 力 モ ー ド に 移
行 す る 際 、 そ の 時 点 で 動 作 し て い る 処 理 を 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 に 、 そ の 状 態 か ら
復 帰 （ 再 開 ） さ せ る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S1402に お い て 、 CPU202は 、 各 デ バ イ ス ユ ニ ッ ト 、 HDD207や ス キ ャ ナ 制
御 201や エ ン ジ ン 制 御 206等 の 終 了 処 理 を 実 行 す る （ 図 １ ２ に は 不 図 示 ） 。 こ の と き 、 IO制
御 部 209で は 、 タ ッ チ パ ネ ル 401上 の 画 面 を 暗 く し 、 ユ ー ザ に 省 電 力 モ ー ド へ 移 行 し た こ と
を 知 ら せ 、 ON/OFFボ タ ン 405の み を 有 効 に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 次 に 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S1403に お い て 、 こ の 時 点 で 使 用 し て い る プ ロ ト コ ル ア ド レ
ス 及 び 名 前 等 の 情 報 を RAM204上 に 保 存 し 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1101を 停 止 さ せ る （ 図
１ ２ の ス テ ッ プ S1301に 対 応 ） 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 CPU202は 、 次 回 CPU202が 起 動 し た と き に 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 で あ る こ と が
分 か る よ う に 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215に 省 電 力 モ ー ド 移 行 情 報 を セ ッ ト す る 。 こ れ に よ り
、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215は 、 こ の 省 電 力 モ ー ド 移 行 情 報 を 内 部 の 図 示 し な い 記 憶 装 置 に 記
憶 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 そ し て 、 CPU202は 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215に 対 し て 電 源 遮 断 を 設 定 （ 指 示 ） す る 。 な お
、 上 記 ス テ ッ プ S1404， S1405は 図 １ ２ の ス テ ッ プ S1302に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の 電 源 遮 断 要 求 を 受 け 付 け る と 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215は 、 図 ３ で 示 し た 301で 囲 ま れ
た ユ ニ ッ ト 全 て の 電 源 を 遮 断 す る 。 こ れ に よ っ て 、 CPU202の 電 源 も 遮 断 さ れ 、 低 電 力 が 実
現 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 RAM204に 保 持 さ れ た プ ロ グ ラ ム お よ び
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CPU関 連 の 情 報 ， プ ロ ト コ ル ア ド レ ス 及 び 名 前 の 情 報 に つ い て は 、 301部 分 の 電 源 が 遮 断 さ
れ て も RAM204に は 通 電 さ れ て い る こ と か ら 、 復 帰 情 報 と し て 保 持 さ れ て い る 。 従 っ て 、 省
電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 に は 、 こ れ ら の RAM204に 保 持 さ れ た 情 報 を 用 い て 、 CPU202は 省 電
力 モ ー ド 移 行 直 前 に 動 作 し て い た プ ロ グ ラ ム か ら 動 作 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 次 に 、 CPU202の 電 源 供 給 時 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 CPU202に 電 源 が 供 給 さ れ る 場 合 に は 、 大 き く ２ つ の 場 合 が あ る 。 １ つ 目 は 、 省 電 力 モ ー
ド か ら 復 帰 さ れ た 場 合 、 ２ つ 目 は 、 メ イ ン 電 源 が ONに さ れ た 場 合 で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 で は 、 ユ ー ザ が 図 ４ に 示 し た ON/OFFボ タ ン 405を 押 下 し た 場 合
や 、 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ユ ニ ッ ト 210に ネ ッ ト ワ ー ク か ら 起 動 要 求 を 含 む パ ケ ッ ト が 着 信 し
た 場 合 等 に 、 デ バ イ ス 装 置 101は 、 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま ず 、 ユ ー ザ が ON/OFFボ タ ン 405を 押 下 し た 場 合 、 IO制 御 部 209を 介 し て 電 源 制 御 ユ ニ ッ
ト 215に PowerOn信 号 302が 送 ら れ る 。 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215は 、 そ の PowerOn信 号 302を 受 け
て 、 図 ３ に 示 し た 301の 範 囲 内 に あ る ユ ニ ッ ト 全 て に 電 源 を 通 電 し 、 デ バ イ ス 101を 省 電 力
モ ー ド か ら 復 帰 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 CPU202が 稼 動 状 態 に 移 行 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 同 様 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 起 動 要 求 を 含 む パ ケ ッ ト が 着 信 し た 場 合 、 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御
ユ ニ ッ ト 210か ら 電 源 制 御 部 215に PowerOn信 号 302が 送 ら れ る 。 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215は 、
そ の PowerOn信 号 302を 受 け て 、 図 ３ に 示 し た 301の 範 囲 内 に あ る ユ ニ ッ ト 全 て に 電 源 を 通
電 し 、 デ バ イ ス 101を 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 CPU202が 稼 動 状 態 に 移
行 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 そ し て 、 CPU202に 電 源 が 通 電 さ れ る と 、 CPU202は 、 RAM204内 に 保 存 さ れ る 起 動 ベ ク タ に
登 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 、 処 理 を 実 行 す る 。 そ の プ ロ グ ラ ム の 処 理 の 流 れ を 図
１ ４ に 示 す 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ７ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 本 実 施 形 態 に お け る デ バ イ ス の 電 源 供 給 時 の 処 理 に 対 応 す る 。 な お
、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 は 、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム
を RAM204上 に 読 み 出 し て 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 １ ４ 中 、 S1501～ S1505
は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S1501に お い て 、 CPU202は 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215の 省 電 力 モ ー ド 移 行 情
報 を 読 み 込 む （ 図 １ ２ に は 不 図 示 ） 。 そ し て ス テ ッ プ S1502に お い て 、 CPU202は 、 電 源 制
御 ユ ニ ッ ト 215に 省 電 力 モ ー ド 移 行 情 報 が 存 在 す る か 否 か に よ り 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復
帰 （ 省 電 力 モ ー ド 移 行 し て い た ） か 否 か を 判 定 す る （ 図 １ ２ に は 不 図 示 ） 。 な お 、 CPU202
が 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215に 省 電 力 モ ー ド 移 行 情 報 が 存 在 す る と 判 断 し た 場 合 に は 、 CPU202
は 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 （ 省 電 力 モ ー ド 移 行 し て い た ） と 判 定 す る 。 一 方 、 CPU202が
電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215に 省 電 力 モ ー ド 移 行 情 報 が 存 在 し な い と 判 断 し た 場 合 に は 、 省 電 力
モ ー ド か ら の 復 帰 で な い （ 省 電 力 モ ー ド 移 行 し て い な か っ た ） 、 即 ち 、 メ イ ン 電 源 OFFか
ら の 復 帰 と 判 定 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ス テ ッ プ S1502で 、 CPU202が 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 し て い な か っ た （ メ イ ン 電 源 OFFか ら の
復 帰 ） と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S1506に お い て 、 CPU202は 、 通 常 の 起 動 処 理 を 行 う
た め 、 ブ ー ト 処 理 を 実 行 す る （ 図 １ ２ に は 不 図 示 ） 。 そ し て 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を
終 了 す る 。 こ の ブ ー ト 処 理 は 、 具 体 的 に は 、 HDD207を 初 期 化 し 、 HDD207か ら 実 行 プ ロ グ ラ
ム を 読 み 出 し 、 RAM204上 に 展 開 し て 、 そ の プ ロ グ ラ ム で 各 モ ジ ュ ー ル を 実 行 し 、 サ ー ビ ス
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を 提 供 し て い く 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ S1502で 、 CPU202が 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 し て い た と 判 定 し た 場 合 に は 、
即 ち 、 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し た 際 、 ス テ ッ プ S1503に お い て 、 CPU202は 、 各 ユ ニ ッ ト の
初 期 化 処 理 を 実 行 す る 。 こ の と き 、 IO制 御 部 209は タ ッ チ パ ネ ル 画 面 401を 表 示 し 省 電 力 モ
ー ド か ら 通 常 モ ー ド へ 復 帰 し た こ と を ユ ー ザ に 知 ら し め る （ 図 １ ２ に は 不 図 示 ） 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S1504に お い て 、 CPU202は 、 AppleTalkの ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1102を
起 動 し て ア ド レ ス 管 理 開 始 を 通 知 す る （ 図 １ ２ の ス テ ッ プ S1303に 対 応 ） 。 こ れ に よ り 、
後 述 す る 図 １ ５ ， 図 １ ６ に 示 す 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ S1505に お い て 、 CPU202は 、 RAM204に 保 持 し て お い た プ ロ グ ラ ム カ ウ
ン タ 、 ス タ ッ ク 情 報 、 CPUレ ジ ス タ 等 を CPU202に 戻 し 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 前 の 状 態 か ら 処
理 を 再 開 す る よ う に 制 御 す る （ 復 帰 制 御 す る ） 。 そ し て 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 終 了
す る 。 こ れ に よ り 、 印 刷 サ ー ビ ス が 再 開 さ れ る （ 図 １ ２ の ス テ ッ プ S1306に 対 応 ） 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 な お 、 先 に 説 明 し た よ う に 、 RAM204は 省 電 力 モ ー ド と な っ て い る 間 も 電 源 が 通 電 さ れ て
い る こ と か ら 、 プ ロ ト コ ル ア ド レ ス 、 名 前 、 お よ び プ ロ グ ラ ム 等 、 メ モ リ 上 に 展 開 さ れ た
デ ー タ は 省 電 力 モ ー ド と な っ て い る 間 も 保 持 さ れ つ づ け る こ と に な る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 以 下 、 図 １ ５ ， 図 １ ６ を 用 い て 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 の ア ド レ ス 解 決 処 理 、 省 電
力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 の 名 前 解 決 処 理 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ８ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 本 実 施 形 態 に お け る デ バ イ ス の 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 し た 際 の ア
ド レ ス 解 決 処 理 （ 図 １ ２ の ス テ ッ プ S1304） に 対 応 す る 。 な お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処
理 は 、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を RAM204上 に 読 み 出 し て 実
行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 １ ５ 中 、 S1601～ S1606は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 １ ４ の ス テ ッ プ S1504で 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103に ア ド レ ス 管 理 開 始 を 通 知 す
る と 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103に お い て CPU202は 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 開 始 す
る 。 こ の 処 理 で 、 CPU202は 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 し て い た 間 に 保 持 し て い た プ ロ ト コ ル ア ド
レ ス が そ の ま ま 使 用 で き る か 、 名 前 が 使 用 で き る か ど う か を 判 断 し 、 使 用 で き る 場 合 に は
そ の ま ま 使 用 し つ づ け る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し た 際 、 ま ず 、 ス テ ッ プ S1601に お い て 、 CPU202は 、 省 電 力 モ ー
ド 移 行 前 に 使 用 し て い た プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を RAM204か ら 読 み 出 す 。 そ し て 、 CPU202は 、
該 省 電 力 モ ー ド 移 行 前 に 使 用 し て い た プ ロ ト コ ル ア ド レ ス が 使 用 可 能 か ど う か を 、 ネ ッ ト
ワ ー ク に ARPProbeパ ケ ッ ト を 送 出 す る こ と で 確 認 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 CPU202は 、 CPU202が 省 電 力 モ ー ド 移 行 し て い た 間 に 、 ほ か の PCが デ バ イ ス の 使 用 し て い
た プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 使 用 し て し ま っ て い る か ど う か を 、 ARPProbeパ ケ ッ ト の レ ス ポ ン
ス の 有 無 で 確 認 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ス テ ッ プ S1602に お い て 、 CPU202は 、 ARPProbeパ ケ ッ ト に レ ス ポ ン ス （ AARPReply） が 有
る か 否 か を 判 定 し 、 ARPProbeパ ケ ッ ト に レ ス ポ ン ス が な い と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ
S1603に 処 理 を 進 め る 。 こ の 場 合 、 CPU202は 、 ど の デ バ イ ス も 、 そ の プ ロ ト コ ル ア ド レ ス
を 使 用 し て い な か っ た と 判 断 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S1603に お い て 、 CPU202は 、 そ の ま
ま そ の プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 継 続 し て 使 用 す る か ど う か を 判 断 す る た め 、 GNI（ GetNetInf
o） パ ケ ッ ト を 送 出 し て ル ー タ の 情 報 を 確 認 す る 。
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【 ０ １ １ ７ 】
　 CPU202は 、 省 電 力 モ ー ド と な っ て い た 間 に ル ー タ の 情 報 が 変 わ っ て い た か ど う か を 判 断
す る 。 CPU202は 、 GetNetInfoパ ケ ッ ト の リ プ ラ イ を 待 機 し 、 GetNetInfoパ ケ ッ ト の Reply
に 基 づ い て ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 を 確 認 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S1604に お い て 、 CPU202は 、
省 電 力 モ ー ド 移 行 前 に 使 用 し て い た ア ド レ ス の ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 が GetNetInfoの Replyパ
ケ ッ ト 中 に 含 ま れ る ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 の 範 囲 内 か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ス テ ッ プ S1604で 、 CPU202が 、 範 囲 内 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 前
に 使 用 し て い た プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を そ の ま ま 継 続 し て 使 用 す る よ う に 決 定 し 、 本 フ ロ ー
チ ャ ー ト の 処 理 を 終 了 す る 。 そ し て 、 図 １ ６ に 示 す 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 の 名 前 解 決
処 理 へ 移 行 さ せ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ S1604で 、 CPU202が 、 範 囲 内 で な い と 判 定 し た 場 合 （ GetNetInfoパ ケ ッ ト の Rep
lyが 帰 っ て 来 な か っ た 場 合 も 含 む ） に は 、 ス テ ッ プ S1606に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ S1602で 、 CPU202が 、 ARPProbeパ ケ ッ ト に レ ス ポ ン ス （ AARPReply） が 有
っ た と 判 定 し た 場 合 に も 、 ス テ ッ プ S1606に 処 理 を 進 め る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ス テ ッ プ S1606で は 、 CPU202は 、 再 度 ア ド レ ス を 取 り 直 す よ う に 制 御 し （ 図 ６ ， 図 ７ に
示 し た 処 理 と 同 様 ） 、 ア ド レ ス を 取 り 直 し た 後 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 終 了 し て 、 図
１ ６ に 示 す 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 の 名 前 解 決 処 理 へ 移 行 さ せ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 １ ６ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ９ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 本 実 施 形 態 に お け る デ バ イ ス の 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 し た 際 の 名
前 解 決 処 理 （ 図 １ ２ の ス テ ッ プ S1305） に 対 応 す る 。 な お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 は
、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を RAM204上 に 読 み 出 し て 実 行 す
る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 １ ６ 中 、 S1701～ S1704は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 １ ５ に 示 し た 処 理 で ア ド レ ス が 確 定 し た 後 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 開 始 す る 。 ま
ず 、 ス テ ッ プ S1701に お い て 、 CPU202は 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 前 に 使 用 し て い た 名 前 を RAM20
4か ら 読 み 出 す 。 そ し て 、 CPU202は 、 該 省 電 力 モ ー ド 移 行 前 に 使 用 し て い た 名 前 が 継 続 し
て 使 用 で き る か ど う か を ネ ッ ト ワ ー ク に NBPLkUpパ ケ ッ ト を 送 出 し て 確 認 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ S1702に お い て 、 CPU202は 、 NBPLkUpパ ケ ッ ト に レ ス ポ ン ス （ NBPLkUpReply） が
有 る か 否 か を 判 定 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S1702で 、 CPU202が 、 NBPLkUpパ ケ ッ ト に レ ス ポ
ン ス （ NBPLkUpReply） が な い と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S1703に 処 理 を 進 め る 。 こ の
場 合 、 CPU202は 、 省 電 力 モ ー ド に 移 行 し て い た 間 に 同 じ 名 前 を 使 用 す る も の が い な か っ た
と 判 断 し て 、 ス テ ッ プ S1703に お い て 、 CPU202は 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 前 に 使 用 し て い た 名
前 を そ の ま ま 使 用 を 継 続 す る よ う に 決 定 す る 。 そ し て 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 終 了 す
る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ S1702で 、 CPU202が 、 NBPLkUpパ ケ ッ ト に レ ス ポ ン ス （ NBPLkUpReply） が
有 っ た と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S1704に 処 理 を 進 め る 。 こ の 場 合 、 CPU202は 、 省 電
力 モ ー ド 中 に 同 じ 名 前 を 使 用 す る も の が い た と 判 断 し て 、 ス テ ッ プ S1704に お い て 、 CPU20
2は 、 再 度 、 名 前 を 取 り 直 す よ う に 制 御 し （ 図 ８ に 示 し た 処 理 と 同 様 ） 、 名 前 を 取 り 直 す
。 そ し て 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 CPUが 電 源 遮 断 さ れ て い た 間 （ 省 電 力 モ ー ド 中 ） に プ ロ ト コ ル ア ド
レ ス や 名 前 が 他 の デ バ イ ス に 使 用 さ れ て し ま っ た 場 合 に つ い て 対 応 す る 。 な お 、 プ ロ ト コ
ル ス タ ッ ク モ ジ ュ ー ル や 、 プ リ ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー ル は 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 後 も
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省 電 力 モ ー ド 移 行 前 と 変 わ ら ず 、 RAM204上 に 展 開 さ れ て お り 、 プ ロ グ ラ ム と し て 変 わ ら ず
動 作 可 能 で あ る 。 よ っ て 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103の み を 起 動 さ せ る こ と に よ っ て 、
省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 後 も AppleTalkの 印 刷 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 実 施 形 態 に お け る 、 全 体 の 処 理 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ま ず 、 電 源 ONか ら 印 刷 ま で の 処 理 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 デ バ イ ス の メ イ ン 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 図 １ ４ で 示 し た よ う な 流 れ で 、 CPU202は 立 ち 上
が り の 処 理 を 行 う 。 デ バ イ ス の メ イ ン 電 源 の 投 入 の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S1502で 判 断 し 、
ブ ー ト 処 理 が 実 行 さ れ る 。 ブ ー ト 処 理 に よ っ て 、 プ ロ グ ラ ム が 展 開 後 、 各 サ ー ビ ス が 実 行
可 能 と な っ て い く 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 AppleTalkの 印 刷 サ ー ビ ス に お い て は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1
103が 起 動 し 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル の 中 で 、 プ ロ ト コ ル ア ド レ ス 解 決 処 理 、 名 前 の 解
決 処 理 、 が 行 わ れ る 。 こ れ ら の 処 理 は 、 図 ６ ， 図 ７ で 説 明 し た よ う な 処 理 の 流 れ で 実 現 さ
れ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 そ の 後 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー 1103ル は 、 名 前 の 解 決 処 理 を 図 ８ で 説 明 し た よ う な 処 理
の 流 れ で 行 う 。 プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク モ ジ ュ ー ル 1102が 起 動 し 、 プ リ ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー
ル 1101が 起 動 す る と 、 デ バ イ ス は AppleTalkの 印 刷 サ ー ビ ス を 開 始 す る こ と が 可 能 と な る
。 な お 、 印 刷 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 間 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103は 、 図 ９ に 図 示 し
た よ う な 処 理 の 流 れ で 、 ル ー タ か ら 送 出 さ れ る パ ケ ッ ト を 監 視 し て い る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ま た 、 PCか ら の 印 刷 要 求 が 発 生 す る と 、 図 １ ０ に 図 示 し た よ う な 処 理 の 流 れ で 、 プ リ ン
ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー ル 1101は PCか ら デ ー タ を 受 信 し 、 プ リ ン テ ィ ン グ モ ジ ュ ー ル に 印 刷 デ
ー タ を 転 送 し て 、 印 刷 が 実 行 さ れ る 。 一 般 的 に は こ の よ う な 処 理 の 流 れ で 、 AppleTalkか
ら の 印 刷 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 次 に 省 電 力 モ ー ド に 移 行 し 、 復 帰 し た 際 の 全 体 の 処 理 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 一 定 期 間 、 コ ピ ー や プ リ ン ト ジ ョ ブ が 発 生 し な い 、 ま た は 、 ユ ー ザ が パ ネ ル の ON/OFFボ
タ ン 405か ら 省 電 力 モ ー ド を ONに し た 場 合 に は 、 デ バ イ ス は 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る 。 こ
の と き の 処 理 の 流 れ は 、 図 １ ２ の ス テ ッ プ S1301,1302に 示 し た と お り で 、 電 源 状 態 監 視 モ
ジ ュ ー ル 1104は 、 省 電 力 モ ー ド へ 移 行 す る 際 の 処 理 を 行 い 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103
へ の 停 止 処 理 を 行 い 、 CPU202を 停 止 さ せ る 。 こ の 詳 細 処 理 は 図 １ ３ に 図 示 し た と お り で あ
る 。 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103は 、 電 源 状 態 監 視 モ ジ ュ ー ル 1104か ら 停 止 要 求 を 受 け 付
け る と 、 ル ー タ の 監 視 （ プ ロ ト コ ル ア ド レ ス の 更 新 処 理 ） を と め る 。 こ の た め 、 CPU202が
電 源 遮 断 さ れ て い る 間 に は （ 省 電 力 モ ー ド 状 態 で は ） 、 デ バ イ ス 101が 使 用 し て い た プ ロ
ト コ ル ア ド レ ス や 、 名 前 を 他 の デ バ イ ス が 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 省 電 力 モ ー ド 状 態 で 、 PCか ら AppleTalkの 印 刷 要 求 が 来 た と き の 処 理 の 流 れ
に つ い て 、 以 下 、 図 １ ７ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 １ ７ は 、 デ バ イ ス が 省 電 力 モ ー ド 状 態 で PCか ら AppleTalkの 印 刷 要 求 が 来 た と き の 処
理 の 流 れ を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 省 電 力 モ ー ド 状 態 に お い て も 、 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ユ ニ ッ ト 210に
は 通 電 さ れ て い る こ と か ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ユ ニ ッ ト 210で は ネ ッ ト ワ ー ク パ ケ ッ ト を
受 信 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ユ ニ ッ ト 210に は 予 め 、 決 ま っ た フ
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ォ ー マ ッ ト の パ ケ ッ ト を 受 信 し た 場 合 に 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215に 対 し て 、 PowerOn信 号 302
を 送 出 す る よ う に 設 定 し て あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 NBPLkUpパ ケ ッ ト を 受 信 し た 場 合 に 、
電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215に 対 し て 、 PowerOn信 号 302を 送 出 す る よ う 設 定 し て い る 。 な お 、 こ
れ 以 外 の AppleTalkの パ ケ ッ ト で 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 す る よ う に 設 定 し て し ま う と 、 ネ
ッ ト ワ ー ク 上 に 流 れ る デ バ イ ス と 無 関 係 な Appletalkパ ケ ッ ト に よ り 、 デ バ イ ス が た び た
び 起 動 し て し ま う 。 こ の た め 、 こ の NBPLkUpパ ケ ッ ト の み の パ タ ー ン で 、 電 源 制 御 ユ ニ ッ
ト 215に 対 し て PowerOn信 号 302を 送 出 す る よ う に ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ユ ニ ッ ト 210に 設 定 す る
。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 NBPLkUpパ ケ ッ ト を ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ユ ニ ッ ト 210が 受 信 す る と 、 ネ ッ ト ワ
ー ク 制 御 ユ ニ ッ ト 210は 、 PowerOn信 号 302を 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215に 送 出 す る 。 こ の PowerO
n信 号 302を 受 信 し た 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト 215が 、 図 ３ に 示 し た 301で 囲 ま れ た 各 ユ ニ ッ ト の 電
源 を ONに す る こ と で 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 処 理 1201が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 こ の 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 処 理 1201は 、 図 １ ４ に 図 示 し た よ う な 処 理 の 流 れ で 行 わ れ
る 。 図 １ ４ の ス テ ッ プ S1502で 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 し た と 判 断 し た 場 合 に は 、 各 デ
バ イ ス の 初 期 化 処 理 を 実 行 し 、 ア ド レ ス 監 視 モ ジ ュ ー ル 1103に 開 始 を 通 知 す る 。 そ し て 、
CPU202は RAM204か ら プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ を 復 帰 さ せ て 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 時 に 停 止 さ せ た
プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ か ら 処 理 を 再 開 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103が 処 理 を 開 始 す る 場 合 に は 、 ア ド レ ス 解 決 処 理 1202が 行 わ
れ る 。 こ の ア ド レ ス 解 決 処 理 1202は 、 図 １ ５ ， 図 １ ６ で 示 し た よ う な 処 理 の 流 れ で 行 わ れ
、 今 ま で 使 用 し て い た プ ロ ト コ ル ア ド レ ス や 名 前 が そ の ま ま 継 続 し て 使 用 可 能 か ど う か を
判 断 し 、 継 続 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 こ う し て 、 プ ロ ト コ ル ア ド レ ス と 名 前 を 再 度 確 認 し た 後 、 デ バ イ ス は 、 PCに 対 し て 、 NB
PLkUpReplyを 送 出 す る 。 省 電 力 モ ー ド と な っ て い る 間 に プ ロ ト コ ル ア ド レ ス が 変 わ っ て し
ま っ て も 、 新 し い プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を NBPLkUpReplyに 返 す こ と に よ っ て 、 そ れ 以 後 、 PC
は デ バ イ ス に コ ネ ク シ ョ ン を 生 成 し 、 印 刷 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 、 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る 際 に は 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103を 停 止 さ せ
、 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し た 場 合 に は 、 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル 1103を 動 作 さ せ て 、 プ ロ
ト コ ル ア ド レ ス を 解 決 す る 。 こ れ に よ っ て 、 CPU電 源 が 切 れ て し ま う よ う な 省 電 力 モ ー ド
の 環 境 下 で も 、 AppleTalkの サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 に 、 AppleTal
kの サ ー ビ ス が 有 効 な 場 合 で も 、 CPUを 停 止 さ せ 、 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る こ と が 可 能 に な
る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 〔 第 ２ 実 施 形 態 〕
　 上 記 第 １ 実 施 形 態 以 外 に も 以 下 の よ う な シ ー ケ ン ス を 実 現 す る こ と に よ っ て も 対 応 す る
こ と が で き る 。 以 下 、 こ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ８ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 図 １ ８ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 １ ０ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る デ バ イ ス の 省 電 力 モ ー ド 移 行 時 の
処 理 及 び 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 の 処 理 に 対 応 す る 。 な お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理
は 、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を RAM204上 に 読 み 出 し て 実 行
す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 １ ８ 中 、 S1801～ S1808は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 ま ず 、 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る 場 合 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S1801に お い て 、 動 作 し て い
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る 全 プ ロ グ ラ ム を 終 了 （ ShutDown） さ せ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 そ し て 、 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し た と き に 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S1802に お い て 、 全 プ
ロ グ ラ ム を ロ ー ド し な お し 、 ス テ ッ プ S1803に お い て 、 順 次 プ ロ グ ラ ム を 活 性 化 さ せ る 。
次 に 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S1804に お い て 、 プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 解 決 す る 処 理 を 行 い 、
ス テ ッ プ S1805に お い て 、 名 前 を 解 決 す る 処 理 を 行 い 。 さ ら に 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S1806
に お い て 、 プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク モ ジ ュ ー ル 1102を 起 動 し 、 ス テ ッ プ S1807に お い て 、 プ リ
ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー ル 1103を 起 動 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S1808に お い て 、 CPU202は 、
印 刷 サ ー ビ ス を 開 始 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 な お 、 こ の よ う な シ ー ケ ン ス を と っ た 場 合 、 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る と き に 、 動 作 し て
い る 全 プ ロ グ ラ ム を 終 了 さ せ る た め 、 第 １ 実 施 形 態 で 示 し た シ ー ケ ン ス に 比 べ る と 、 省 電
力 モ ー ド 移 行 に 時 間 が か か っ て し ま う 。 ま た 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 に 、 全 プ ロ グ ラ
ム を ロ ー ド し な お す た め に 、 こ の 場 合 も は や り 、 第 １ 実 施 形 態 で 示 し た シ ー ケ ン ス に 比 べ
る と 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 に 時 間 が か か っ て し ま う 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 〔 第 ３ 実 施 形 態 〕
　 ま た 、 別 の 実 施 形 態 と し て 、 以 下 の よ う な シ ー ケ ン ス を 実 現 す る こ と に よ っ て も 対 応 す
る こ と が で き る 。 以 下 、 こ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ９ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 図 １ ９ は 、 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 １ １ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に お け る デ バ イ ス の 省 電 力 モ ー ド 移 行 時 の
処 理 及 び 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 の 処 理 に 対 応 す る 。 な お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理
は 、 図 ２ に 示 し た CPU202が 、 HDD207に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を RAM204上 に 読 み 出 し て 実 行
す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、 図 １ ９ 中 、 S1901～ S1908は 各 ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 ま ず 、 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る 場 合 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S1901に お い て 、 動 作 し て い
る AppleTalk関 連 モ ジ ュ ー ル 1101～ 1103の み を 全 て 終 了 （ ShutDown） さ せ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 そ し て 、 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰 し た と き に 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S1902に お い て 、 Apple
Talk関 連 モ ジ ュ ー ル の み を ロ ー ド し な お し 、 ス テ ッ プ S1903に お い て 、 順 次 プ ロ グ ラ ム を
活 性 化 さ せ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 次 に 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S1904に お い て 、 プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 解 決 す る 処 理 を 行 い
、 ス テ ッ プ S1905に お い て 、 名 前 を 解 決 す る 処 理 を 行 い 。 さ ら に 、 CPU202は 、 ス テ ッ プ S18
06に お い て 、 プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク モ ジ ュ ー ル 1102を 起 動 し 、 ス テ ッ プ S1807に お い て 、 プ
リ ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー ル 1103を 起 動 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S1808に お い て 、 CPU202は
、 印 刷 サ ー ビ ス を 開 始 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 な お 、 こ の よ う な シ ー ケ ン ス を と っ た 場 合 、 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る と き に 、 AppleTal
k関 連 モ ジ ュ ー ル 1101～ 1103の み を 終 了 さ せ る た め 、 第 ２ 実 施 形 態 （ 図 １ ８ ） で 示 し た シ
ー ケ ン ス に 比 べ る と 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 に 時 間 は 短 く な る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 ま た 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 に 、 AppleTalk関 連 プ ロ グ ラ ム 1101～ 1103の み を ロ ー
ド し な お す た め に 、 は や り 、 第 ２ 実 施 形 態 （ 図 １ ８ ） で 示 し た シ ー ケ ン ス に 比 べ る と 、 省
電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 間 は 短 く な る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 な お 、 第 ２ ， ３ 実 施 形 態 （ 図 １ ８ ， 図 １ ９ ） に 示 し た シ ー ケ ン ス に 比 べ て 、 第 １ 実 施 形
態 に 説 明 し た シ ー ケ ン ス に よ れ ば 、 格 段 に 省 電 力 モ ー ド の 移 行 、 復 帰 時 間 が 短 く な る 。 ま
た 同 時 に 、 AppleTalkの よ う な 動 的 な プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 使 用 す る 環 境 下 で も 、 CPUの 電
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源 を 遮 断 す る よ う な 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 〔 第 ４ 実 施 形 態 〕
　 上 記 第 １ ～ ３ 実 施 形 態 に 示 し た AppleTalkの プ ロ ト コ ル ア ド レ ス と 同 様 に TCP/IPの IPア
ド レ ス に お い て も 、 同 様 の シ ー ケ ン ス で ア ド レ ス 管 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 TCP/IPの IPア ド レ ス の 場 合 に は 、 近 年 DHCPを 用 い た 動 的 な IPア ド レ ス 取 得 が 用 い ら れ て
い る 。 DHCPで は 、 サ ー バ か ら デ バ イ ス が IPア ド レ ス を 取 得 し た の ち 、 定 期 的 に サ ー バ に そ
の IPア ド レ ス を 使 用 し 続 け て よ い か ど う か を サ ー バ に 問 い 合 わ せ て い る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル が 、 DHCPプ ロ ト コ ル を サ ポ ー ト す る よ う に 構 成 す
る 。 即 ち 、 省 電 力 モ ー ド へ 移 行 す る 際 に 、 こ の 時 点 で 使 用 し て い た IPア ド レ ス を RAM204に
保 存 さ せ て お く 。 そ し て 、 省 電 力 モ ー ド 中 に は 、 サ ー バ へ の 問 い 合 わ せ を 行 わ な い 。 そ し
て 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 に 、 省 電 力 モ ー ド 移 行 前 に 使 用 し て い た IPア ド レ ス （ RAM2
02に 保 持 さ れ て い る ） が そ の ま ま 継 続 し て 使 用 可 能 か ど う か を DHCPサ ー バ に 問 い 合 わ せ る
よ う に 構 成 す る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 DHCP等 の IPア ド レ ス が 動 的 に 変 更 す る 可 能 性
が あ る よ う な プ ロ ト コ ル の 場 合 で も 、 AppleTalkプ ロ ト コ ル の 場 合 と 同 様 に 、 CPUを 停 止 さ
せ た 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 も 問
題 な く 動 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 ま た 、 AppleTalk， TCP/IP以 外 の プ ロ ト コ ル で あ っ て 、 プ ロ ト コ ル ア ド レ ス が 動 的 に 変
更 す る 可 能 性 が あ る よ う な プ ロ ト コ ル の 場 合 、 同 様 に 、 CPUを 停 止 さ せ た 省 電 力 モ ー ド に
移 行 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 も 問 題 な く 動 作 す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 を 例 に し て 説 明 し た 。 し か し 、 所 定 の
通 信 プ ロ ト コ ル に 対 応 す る 動 的 な プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 用 い て ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し た 通 信
が 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス で あ れ ば 、 ど の よ う な デ バ イ ス に も 本 発 明 は 適 用 可 能 で あ
る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 示 し た が 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 シ ス テ ム 、 装 置 、 方 法
、 プ ロ グ ラ ム も し く は 記 憶 媒 体 等 と し て の 実 施 態 様 を と る こ と が 可 能 で あ る 。 具 体 的 に は
、 複 数 の 機 器 か ら 構 成 さ れ る シ ス テ ム に 適 用 し て も 良 い し 、 ま た 、 一 つ の 機 器 か ら な る 装
置 に 適 用 し て も 良 い 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 以 上 示 し た よ う に 、 CPU202は 、 省 電 力 状 態 （ 省 電 力 モ ー ド ） に 移 行 す る 際 、 そ の 時 点 で
使 用 し て い る ア ド レ ス を RAM204に 記 憶 さ せ る 。 ま た 、 CPU202は 、 省 電 力 状 態 が 解 除 さ れ た
際 、 RAM204に 記 憶 さ れ て い る 前 記 ア ド レ ス が 使 用 可 能 か ど う か 判 断 す る 。 そ し て 、 該 ア ド
レ ス が 使 用 可 能 な 場 合 、 該 ア ド レ ス を 使 用 し て 処 理 を 再 開 す る よ う に 制 御 す る 。 こ れ に よ
り 、 AppleTalkや TCP/IPの DHCPの よ う に ア ド レ ス が 動 的 に 変 化 す る 可 能 性 の あ る 環 境 下 で
動 作 す る ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス で あ っ て も 、 CPUへ の 電 源 を 遮 断 し た 省 電 力 モ ー ド に 移 行
し て 省 電 力 を 実 現 で き る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 以 下 、 図 ２ ０ に 示 す メ モ リ マ ッ プ を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 で 読 み 取
り 可 能 な 各 種 デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る 記 憶 媒 体 の メ モ リ マ ッ プ の 構 成 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 図 ２ ０ は 、 本 発 明 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 で 読 み 取 り 可 能 な 各 種 デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム
を 格 納 す る 記 憶 媒 体 （ 記 録 媒 体 ） の メ モ リ マ ッ プ を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
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　 な お 、 特 に 図 示 し な い が 、 記 憶 媒 体 に 記 憶 さ れ る プ ロ グ ラ ム 群 を 管 理 す る 情 報 、 例 え ば
バ ー ジ ョ ン 情 報 ， 作 成 者 等 も 記 憶 さ れ 、 か つ 、 プ ロ グ ラ ム 読 み 出 し 側 の Ｏ Ｓ 等 に 依 存 す る
情 報 、 例 え ば プ ロ グ ラ ム を 識 別 表 示 す る ア イ コ ン 等 も 記 憶 さ れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 さ ら に 、 各 種 プ ロ グ ラ ム に 従 属 す る デ ー タ も 上 記 デ ィ レ ク ト リ に 管 理 さ れ て い る 。 ま た
、 各 種 プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル す る た め の プ ロ グ ラ ム や 、 イ ン ス ト ー ル
す る プ ロ グ ラ ム が 圧 縮 さ れ て い る 場 合 に 、 解 凍 す る プ ロ グ ラ ム 等 も 記 憶 さ れ る 場 合 も あ る
。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 図 ５ ， 図 ６ ， 図 ７ ， 図 ８ ， 図 ９ ， 図 １ ２ ， 図 １ ３ ， 図 １ ４ ， 図 １ ５
， 図 １ ６ ， 図 １ ８ ， 図 １ ９ に 示 す 機 能 が 外 部 か ら イ ン ス ト ー ル さ れ る プ ロ グ ラ ム に よ っ て
、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ に よ り 遂 行 さ れ て い て も よ い 。 そ し て 、 そ の 場 合 、 CD-ROMや フ ラ ッ
シ ュ メ モ リ や Ｆ Ｄ 等 の 記 憶 媒 体 に よ り 、 あ る い は ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 外 部 の 記 憶 媒 体 か
ら 、 プ ロ グ ラ ム を 含 む 情 報 群 を 出 力 装 置 に 供 給 さ れ る 場 合 で も 本 発 明 は 適 用 さ れ る も の で
あ る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能 を 実 現 す る ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ グ ラ ム コ ー ド を
記 録 し た 記 憶 媒 体 を 、 シ ス テ ム あ る い は 装 置 に 供 給 す る 。 そ し て 、 そ の シ ス テ ム あ る い は
装 置 の コ ン ピ ュ ー タ （ ま た は CPUや MPU） が 記 憶 媒 体 に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 読 出
し 実 行 す る こ と に よ っ て も 、 本 発 明 の 目 的 が 達 成 さ れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 こ の 場 合 、 記 憶 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド 自 体 が 本 発 明 の 新 規 な 機 能 を 実
現 す る こ と に な り 、 そ の プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 は 本 発 明 を 構 成 す る こ と に
な る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 従 っ て 、 プ ロ グ ラ ム の 機 能 を 有 し て い れ ば 、 オ ブ ジ ェ ク ト コ ー ド 、 イ ン タ プ リ タ に よ り
実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム 、 OSに 供 給 す る ス ク リ プ ト デ ー タ 等 、 プ ロ グ ラ ム の 形 態 を 問 わ な い
。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 プ ロ グ ラ ム を 供 給 す る た め の 記 憶 媒 体 と し て は 、 例 え ば フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 ハ ー ド
デ ィ ス ク 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、 MO、 CD-ROM、 CD-R、 CD-RW、 磁 気 テ ー プ 、 不 揮
発 性 の メ モ リ カ ー ド 、 ROM、 DVDな ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 こ の 場 合 、 記 憶 媒 体 か ら 読 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド 自 体 が 前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能 を
実 現 す る こ と に な り 、 そ の プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 は 本 発 明 を 構 成 す る こ と
に な る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 そ の 他 、 プ ロ グ ラ ム の 供 給 方 法 と し て は 、 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ の ブ ラ ウ ザ を 用 い
て イ ン タ ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジ に 接 続 し 、 該 ホ ー ム ペ ー ジ か ら 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム そ の
も の を ハ ー ド デ ィ ス ク 等 の 記 憶 媒 体 に ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ っ て も 供 給 で き る 。 ま た
、 該 ホ ー ム ペ ー ジ か ら 圧 縮 さ れ 自 動 イ ン ス ト ー ル 機 能 を 含 む フ ァ イ ル を ハ ー ド デ ィ ス ク 等
の 記 憶 媒 体 に ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ っ て も 供 給 で き る 。 ま た 、 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム を
構 成 す る プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 複 数 の フ ァ イ ル に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ の フ ァ イ ル を 異 な る ホ ー
ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ っ て も 実 現 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 本 発 明 の 機 能 処
理 を コ ン ピ ュ ー タ で 実 現 す る た め の プ ロ グ ラ ム フ ァ イ ル を 複 数 の ユ ー ザ に 対 し て ダ ウ ン ロ
ー ド さ せ る WWWサ ー バ や FTPサ ー バ 等 も 本 発 明 の 請 求 項 に 含 ま れ る も の で あ る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム を 暗 号 化 し て CD-ROM等 の 記 憶 媒 体 に 格 納 し て ユ ー ザ に 配 布 す
る 。 さ ら に 、 所 定 の 条 件 を ク リ ア し た ユ ー ザ に 対 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て ホ ー ム ペ ー
ジ か ら 暗 号 化 を 解 く 鍵 情 報 を ダ ウ ン ロ ー ド さ せ る 。 さ ら に 、 そ の 鍵 情 報 を 使 用 す る こ と に
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よ り 暗 号 化 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 実 行 し て コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル さ せ て 実 現 す る こ と
も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 出 し た プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 実 行 す る こ と に よ り 、 前 述 し た 実
施 形 態 の 機 能 が 実 現 さ れ る だ け で な く 、 以 下 の よ う な 構 成 も 含 ま れ る こ と は 言 う ま で も な
い 。 例 え ば 、 そ の プ ロ グ ラ ム コ ー ド の 指 示 に 基 づ き 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 稼 働 し て い る OS（
オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ） 等 が 実 際 の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行 い 、 そ の 処 理 に よ っ て
前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能 が 実 現 さ れ る 場 合 も 含 ま れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 さ ら に 、 記 憶 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 、 コ ン ピ ュ ー タ に 挿 入 さ れ た 機
能 拡 張 ボ ー ド や コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ た 機 能 拡 張 ユ ニ ッ ト に 備 わ る メ モ リ に 書 き 込 む 。
そ し て 、 該 メ モ リ に 書 き 込 ま れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド の 指 示 に 基 づ き 、 そ の 機 能 拡 張 ボ ー ド
や 機 能 拡 張 ユ ニ ッ ト に 備 わ る CPU等 が 実 際 の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行 い 、 そ の 処 理 に よ
っ て 前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能 が 実 現 さ れ る 場 合 も 含 ま れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 複 数 の 機 器 か ら 構 成 さ れ る シ ス テ ム に 適 用 し て も 、 １ つ の 機 器 か ら な
る 装 置 に 適 用 し て も よ い 。 ま た 、 本 発 明 は 、 シ ス テ ム あ る い は 装 置 に プ ロ グ ラ ム を 供 給 す
る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 場 合 に も 適 応 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。 こ の 場 合 、 本 発 明
を 達 成 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 表 さ れ る プ ロ グ ラ ム を 格 納 し た 記 憶 媒 体 を 該 シ ス
テ ム あ る い は 装 置 に 読 み 出 す こ と に よ っ て 、 そ の シ ス テ ム あ る い は 装 置 が 、 本 発 明 の 効 果
を 享 受 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 に 基 づ き 種 々 の 変 形 （
各 実 施 形 態 の 有 機 的 な 組 合 せ を 含 む ） が 可 能 で あ り 、 そ れ ら を 本 発 明 の 範 囲 か ら 排 除 す る
も の で は な い 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 本 発 明 の 様 々 な 例 と 実 施 形 態 を 示 し て 説 明 し た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 趣 旨 と 範
囲 は 、 本 明 細 書 内 の 特 定 の 説 明 に 限 定 さ れ る の で は な い 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 省 電 力 モ ー ド か ら の 復 帰 時 に 、 AppleTalkの ア ド レ ス 解 決 モ ジ ュ
ー ル の み を 処 理 さ せ る こ と に よ っ て 、 AppleTalkの サ ー ビ ス が 有 効 な 場 合 で も 、 CPUを 停 止
さ せ 、 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 ま た 、 DHCPな ど 、 IPア ド レ ス が 動 的 に 変 更 す る 可 能 性 が あ る よ う な プ ロ ト コ ル の 場 合 で
も 、 同 様 に 、 CPUを 停 止 さ せ 、 省 電 力 モ ー ド に 移 行 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 従 っ て 、 CPUを 停 止 さ せ る よ う な 省 電 力 モ ー ド 環 境 下 で も 、 AppleTalkや DHCP等 の よ う な
動 的 プ ロ ト コ ル ア ド レ ス を 使 用 す る プ ロ ト コ ル で 、 省 電 力 モ ー ド へ 移 行 で き る よ う な シ ス
テ ム を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 を 組 み 合 わ せ た 構 成 も 全 て 本 発 明 に 含 ま れ
る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ８ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス 装 置 と し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続
機 能 を 持 つ マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 が LANに 接 続 さ れ て い る シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 の 概 略 を 表 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト に よ っ て 、 ど の ユ ニ ッ ト の 電 源 を 遮 断 す る か を 示
し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 し た ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 分 の 構 成 を 説 明 す る 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 １ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ２ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ２ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ３ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ４ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 一 般 的 な AppleTalkプ ロ ト コ ル を 用 い た 印 刷 の 流 れ を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ に 示 し た マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置 101に お け る モ ジ ュ ー ル 構 成 を 示 す 概
略 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ５ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ６ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ７ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ８ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 ９ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ７ 】 デ バ イ ス が 省 電 力 モ ー ド で PCか ら AppleTalkの 印 刷 要 求 が 来 た と き の 処 理 の 流
れ を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 １ ０ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に お け る 第 １ １ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 で 読 み 取 り 可 能 な 各 種 デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム を
格 納 す る 記 憶 媒 体 （ 記 録 媒 体 ） の メ モ リ マ ッ プ を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ８ ６ 】
　 １ ０ ０ 　 　 ネ ッ ト ワ ー ク
　 １ ０ １ 　 　 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 装 置
　 １ ０ ２ 　 　 Ｐ Ｃ
　 １ ０ ３ 　 　 Ｐ Ｃ （ ル ー タ ）
　 ２ ０ ２ 　 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ２ ０ ３ 　 　 Ｒ Ｏ Ｍ
　 ２ ０ ４ 　 　 Ｒ Ａ Ｍ
　 ２ ０ ７ 　 　 Ｈ Ｄ Ｄ
　 ２ １ ０ 　 　 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ユ ニ ッ ト 210
　 ２ １ ５ 　 　 電 源 制 御 ユ ニ ッ ト
　 １ １ ０ １ 　 　 プ リ ン ト サ ー ビ ス モ ジ ュ ー ル
　 １ １ ０ ２ 　 　 プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク モ ジ ュ ー ル
　 １ １ ０ ３ 　 　 ア ド レ ス 管 理 モ ジ ュ ー ル
　 １ １ ０ ４ 　 　 電 源 状 態 監 視 モ ジ ュ ー ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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